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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年10月1日(2020.10.1)

【公表番号】特表2019-528288(P2019-528288A)
【公表日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-041
【出願番号】特願2019-510324(P2019-510324)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4188   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   31/4188   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月18日(2020.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１種または複数の抗がん剤を含む、がんを治療するための医薬組成物であって、
　該抗がん剤は、該抗がん剤に耐性になるよう遺伝子改変されているγδＴ細胞、ナチュ
ラルキラー（ＮＫ）細胞またはこれらの任意の組み合わせを含む単離された細胞傷害性免
疫細胞の集団と、少なくとも１種の免疫チェックポイント阻害剤と組み合わせて使用され
る、医薬組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種の免疫チェックポイント阻害剤を含む、がんを治療するための医薬組成
物であって、
　１種または複数の抗がん剤と、該抗がん剤に耐性になるよう遺伝子改変されているγδ
Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞またはこれらの任意の組み合わせを含む単離され
た細胞傷害性免疫細胞の集団と組み合わせて使用される、医薬組成物。
【請求項３】
　γδＴ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞またはこれらの任意の組み合わせを含む単
離された細胞傷害性免疫細胞の集団を含む、がんを治療するための医薬組成物であって、
　少なくとも１種の免疫チェックポイント阻害剤と１種または複数の抗がん剤と組み合わ
せて使用され、該細胞傷害性免疫細胞は、該抗がん剤に耐性になるよう遺伝子改変されて
いる、医薬組成物。
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【請求項４】
　少なくとも１種のチェックポイント阻害剤と、γδＴ細胞、ＮＫ細胞またはこれらの任
意の組み合わせを含む細胞傷害性免疫細胞の単離された集団とを含む、医薬組成物であっ
て、前記細胞傷害性免疫細胞の集団の約５０％超は化学療法剤に対する耐性を付与するポ
リペプチドを発現する、医薬組成物。
【請求項５】
　前記細胞傷害性免疫細胞の単離された集団が約５０％～約９５％のγδＴ細胞を含み、
約５％～約２５％のＮＫ細胞を含む、請求項１～４の何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記がんが、グリオーマ、膠芽腫、リンパ腫、黒色腫、神経芽細胞腫、非小細胞肺がん
、腎細胞癌および小細胞肺がんから選択される、請求項１～５の何れか１項に記載の医薬
組成物。
【請求項７】
　前記がんが、グリオーマ、膠芽腫または神経芽細胞腫である、請求項６に記載の医薬組
成物。
【請求項８】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、ヒト人工多能性幹細胞（ｈｉＰＳＣ）由来であ
る、請求項１～７の何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、γδＴ細胞を含む、請求項１～８の何れか１項
に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞がＮＫ細胞をさらに含む、請求項９に記載の医薬組
成物。
【請求項１１】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、他の免疫担当細胞を含む、請求項１０に記載の
医薬組成物。
【請求項１２】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、アルキルグアニントランスフェラーゼ（ＡＧＴ
）、Ｐ１４０ＫＭＧＭＴ、Ｏ６メチルグアニンＤＮＡメチルトランスフェラーゼ（ＭＧＭ
Ｔ）、Ｌ２２Ｙ－ＤＨＦＲ、チミジル酸シンターゼ、ジヒドロ葉酸レダクターゼまたは多
剤耐性－１タンパク質（ＭＤＲ１）をコードするよう遺伝子改変されている、請求項１～
１１の何れか１項の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、Ｐ１４０ＫＭＧＭＴをコードするよう遺伝子改
変されている、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記免疫チェックポイント阻害剤が、ＣＴＬＡ－４、ＰＤＬ１、ＰＤＬ２、ＰＤ１、Ｂ
７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ４、ＢＴＬＡ、ＨＶＥＭ、ＴＩＭ３、ＧＡＬ９、ＬＡＧ３、ＶＩＳＴ
Ａ、ＫＩＲ、２Ｂ４、ＣＤ１６０（ＢＹ５５とも呼ばれる）、ＣＧＥＮ－１５０４９、Ｃ
ＨＫ１キナーゼ、ＣＨＫ２キナーゼ、Ａ２ａＲ、ＯＸ４０またはＢ－７ファミリーリガン
ドを標的とする、請求項１～１３の何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記チェックポイント阻害剤が、ＰＤ－１、ＰＤＬ１、ＰＤＬ２またはＣＴＬＡ－４を
標的とする、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記免疫チェックポイント阻害剤が、トレメリムマブ、抗ＯＸ４０、ＰＤ－Ｌ１モノク
ローナル抗体（抗Ｂ７－Ｈ１；ＭＥＤＩ４７３６）、ＭＫ－３４７５、ＯＰＤＩＶＯ（登
録商標）／ニボルマブ、ＣＴ－０１１、ＢＹ５５モノクローナル抗体、ＡＭＰ２２４、Ｂ
ＭＳ－９３６５５９、ＭＰＬＤＬ３２８０Ａ、ＭＳＢ００１０７１８Ｃ、ＹＥＲＶＯＹ（
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登録商標）／イピリムマブおよびペンブロリズマブ（ＫＥＹＴＲＵＤＡ（登録商標））か
ら選択される、請求項１～１５の何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記抗がん剤が、アルキル化剤；代謝拮抗物質；ＤＮＡ脱メチル化剤；置換ヌクレオチ
ド；置換ヌクレオシド；抗腫瘍抗生物質；植物由来の抗腫瘍剤；シスプラチン；カルボプ
ラチン；エトポシド；メトトレキサート（ＭＴＸ）；トリメトトレキサート（ＴＭＴＸ）
；テモゾロミド；ラルチトレキセド；Ｓ－（４－ニトロベンジル）－６－チオイノシン（
ＮＢＭＰＲ）；６－ベンジルグアニジン（６－ＢＧ）；ニトロソ尿素；シタラビン；カン
プトテシン；およびこれらのいずれかの治療的誘導体から選択される、請求項１～１６の
何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、アルキル化剤；代謝拮抗物質；ＤＮＡ脱メチル
化剤；置換ヌクレオチド；置換ヌクレオシド；抗腫瘍抗生物質；植物由来の抗腫瘍剤；シ
スプラチン；カルボプラチン；エトポシド；メトトレキサート（ＭＴＸ）；トリメトトレ
キサート（ＴＭＴＸ）；テモゾロミド；ラルチトレキセド；Ｓ－（４－ニトロベンジル）
－６－チオイノシン（ＮＢＭＰＲ）；６－ベンジルグアニジン（６－ＢＧ）；ニトロソ尿
素；シタラビン；カンプトテシン；およびこれらのいずれかの治療的誘導体から選択され
る２種の治療剤に対して耐性になるよう遺伝子改変されている、請求項１～１７の何れか
１項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記２種の治療剤がテモゾロミドおよびメトトレキサートである、請求項１８に記載の
医薬組成物。
【請求項２０】
　前記単離された細胞傷害性免疫細胞が、薬物耐性遺伝子アルキルグアニントランスフェ
ラーゼ（ＡＧＴ）およびジヒドロ葉酸レダクターゼで遺伝子改変されている、請求項１８
又は１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記遺伝子改変された免疫細胞の投与および前記チェックポイント阻害剤の投与が実質
的に同時にまたは順次行われる、請求項１～２０の何れか１項に記載の医薬組成物。
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